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　大学の教室を飛び出し、富山の中心市街地の全天候型広
場「グランドプラザ」で授業を行なっています。学内教授陣
の他、富山市長や都市創りに関わる専門家の方々がゲストス
ピーカーとして登壇くださいます。途中、見学会やフィールド
ワークも行い、最終プレゼンテーションも皆の前で行う予定
です。緊張する・・・・
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学 科 の 学 生 が

発 信 す る 広 報 誌

　授業がない時など、誰ともなく集まり楽しく活動し
ています。裏面で紹介している自主プロジェクトも主
にここで行います。白色の大壁は、全面マーカーによ
るドローイングが可能で、プロジェクターで投影しな
がらプレゼンやディスカッションで大活躍。

　都市デザイン学部の３学科合同学外研修を行い
ました。この研修はグループワークを通して課題解決
型学習（PBL）を体験し、学生同士と教員との交流や
親睦を深めました。

オリエンテーション風景

立山青少年の家で行われた
合宿風景

　中川教授と一緒に、北日本ラジオに出演しました。
「高原兄の５時間耐久ラジオ」のなかの「とやま まち
ぶらスタイル」のコーナーで、まち歩きを楽しみなが
ら地域の魅力を発見して、健康増進にもつなげてい
こうという趣旨のものです。私たちの学科紹介と学
生目線の富山の魅力を語っちゃいました。

地元のラジオ局でニッコリ・ポーズ

　私たちはこれから様々な場面で、コンピュータの
お世話になります。構造計算・情報分析・プレゼン
テーション資料作成など様々です。２７インチの最新
Mac78台にアプリケーションも充実、助かる・・・・。

都市デザイン学部が誇る？
CADルーム

　商店街問題解決事業として、魚津市中央通
り商店街とその周辺市街地もまち歩きしました。
地域の方々と一緒にワークショップを行い、
「共感」を伴う貴重な体験ができました。

フィールドワーク・
ワークショップの様子

学生・教員大集合、決起集会？
　都市を創れ！未来を拓け！と一致団結でスタートしま
した。かかげた人差し指は、フレッシュな「１」年生、「１」
番になろう！の意味です。皆さんも仲間に入りませんか。

　「まちなか授業」も行なっているあの全天候型ガラスの
大屋根は、「中心市街地賑い創出事業」の一環として年
１回大掃除を行なっています。この貴重な体験を逃すま
いと有志で申し込み、参加してきました。足はすくみまし
たが、多くの人たちとも出会えて楽しかった。

グランドプラザの
ガラス大屋根の清掃風景

繁華街の
ど真ん中での授業風景

　「まちなか授業」の一環で、富山LRTの城川原車庫とJR富
山駅の南北接続工事現場を見学しました。普段見ることので
きないLRTの車両の「裏」面の仕組みや、富山駅LRT南北接
続部の工事現場など、舞台「裏」の見学でした。ちなみに、富
山駅の南北接続工事は、新幹線とLRTが駅で交差する全国
初のプロジェクトです！

コンパクトシティー富山を
代表する、富山LRTを見学

私たちの作業の

“お助けマン？”

“私たちの
生の声”発信

居心地最高

私たちの“教室”

とんでもないところの

“大掃除”

学生・教員、共々に

“きときとな１年生”
3学科の同期生と

“最初の連携・PBL”

県内全域が

“学びのフィールド”
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モチベーションあがる

“まちなか授業”！
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プロジェクトのタイトル

プロジェクトの概要

将来の夢 or 私が創りたいまち
未来の仲間に “ひと言！”

A まちなかライトアップ事業
B 富山市の中心市街地において、景観まちづくりの観点から高
質な空間デザインに取り組まれています。その一環として、
自治体、地域、企業との協働のもと、主に公共空間を利活用
したライトアップを手掛けながらまちの賑わいに
資するプロジェクトです。

赤塚　彩（石川県出身）

C 私には建築士になる夢があります。富山を舞

台にデザイン性に富んだ、美しい景観のまち

を創出できる人材になり、活力あるまちを創

りたいです。

D 学べる幅が広く、毎日楽しく過ごしています！

一緒に未来あるまちを創りましょう。

A わがまちの現在・未来を
見える化するプロジェクト

B 私たちが暮らすまちは、過去から現在、
そして今後も変化を続けます。GISや都
市模型を用いて見える化し、「より魅力
のある富山への貢献」をめざします。
データ分析力・デザイン力・プレゼン力
を磨きながら、現況分析、課題発見、
将来提案を行います。

C 地震などの災害が多発する中、その対策が大きな課題として取り上げら

れています。どのような対策が必要なのかを研究し、みんなが安心して

暮らせるまちをつくりたいです。

D きときとな富山の未来を一緒につくってみんまいけ！

A 富山のまちなか
観光ルートの開発

B 富山全体をさらに活気づけるため、富山市内
を主な対象とし、公共交通機関の利用を前提
に、観光施設、商店等が連携した富山まちな
か観光ルートを開発します。そして、実際にま
ちなか観光が活発に行われるための方策の
探求や価値ある観光資源の発掘を行います。

鈴木  志歩（山梨県出身）

A 大学生による商店街課題解決
（魚津中央通り商店街）

B 魚津市中央通り商店街をフィールドに将来ビジョンの再構
築・共有機会を創出するため、地元・自治体・大学協働での
まちあるき、ワークショップ実践に加え、地域へのヒアリング
調査を実施し、課題や魅力の抽出、将来ビジョンの再構築•
共有、具体策の検討を行います。

山形  菜々子（富山県出身）

C 私の将来の夢は、建築士になって生まれ育っ

た富山をより魅力的にすることです。地域の

伝統や豊かな自然を生かし、誰もが来たい、

住みたいと思えるような町を作りたいです。

D その場にいるだけで心躍るような笑顔の絶え

ない町をともに楽しみながら作りましょう。

A 休業中の食堂・温泉の活用案
B 下新川郡朝日町の「ヒスイ海岸」近くに休業中の食
堂・温泉宿の建物があります。そして町の活性化のた
めに、その食堂・温泉宿の役立つ使い方を提案します。

上出  梨央奈（石川県出身）

C 私の将来の夢は、都市計画コン

サルタントになって、地方都市を

都会にも負けない魅力溢れる街

にすることです。地域の伝統を生

かし、日本らしさが残る街を創り

たいです。

D みんなで富山でしか出来ない体験

をして、たくさんの人で賑わう街

を作りましょう！

C 私はこの富山に生まれ育ち、今まさに富山が活気づ

いてきているところを目にし、将来はさらに住みやす

く、世界に誇れるような富山のまちづくりに携わりた

いと思っています。

都市や交通に興味がある方、一緒に都市デザイン

学部の輝かしい歴史を創りましょう！

B 富山の水辺の環境、景観を調査し、その魅
力の再発見と向上に向け提案を行うプロジェ
クトです。水を生かした公園、川、池などに
実際に行って、ドローン等を用いた調査の実
践や、水辺の歴史や利用状況などについて
も調べ、情報発信していきます。

C 将来は、国内外でそこに住む誰もが

自分の街を誇りに思えるまちづくり

に携わりたいです。安心して、安全

に暮らすことができ、いつでも帰り

たくなるような街を作りたいです。

D いろんなことに挑戦でき、自分の可

能性を存分に広げられる学科です！

A オープンキャンパスで学科PR
B オープンキャンパスで、高校生に都市・交通デザイ
ン学科の魅了を余すことなく伝えるためにはどうす
ればいいか？を考えています！先生の研究内容の
紹介や僕たちの制作物など、都市についてたくさ
んの新発見ができるイベントがたくさんあるので、
ぜひ来てね♡

伊藤  大悟（静岡県出身）

C 僕たちの学科では他学部とグループ

ワークを行います。それを通して、

例えば建築についてもいろんな視

点から勉強できるので、それを生か

した仕事、まちづくりをしたいです！

D 自分で考える授業、専門的な授業

を１年生から受けられます！ぜひ一

緒に学びましょう！

A 地域交通の利便性向上を考える
B 富山県内の鉄軌道・バス・レンタル自転車等を対
象に、現状把握をしたうえで、これらの連携やICT
の活用による利便性向上を考えます。富山県がオー
プンデータ化を進めているバス情報や、レンタル自
転車の利用動態データを利用し、地域と交通の活
性化策を考えます。

中村  公彦（東京都出身）

C 都市と交通とが連携した、全てのひ

とが暮らしやすいまちを各地につくる

ことを目指し、公共交通の利便性向

上を軸に学んで、人口減など各地の

課題に向き合っていきます。

D 出来たての学部で知識や知恵を持ち

寄って、持続可能な社会を考えてい

きましょう！

A 市内電車の
大学への
新線敷設を考える

B 第一に、実現に至らなかっ
た以前の延伸計画を分析
し、これを元に延伸構想を
新たに検討し、自治体・軌道事業者・利用客
など関係各所へのヒアリングや調査を行う等
して、実現の為のノウハウを身につけるとと
もに、日本唯一の路面電車の走る大学を目
指します。

C 無機質な空間ではなく、街を練り歩く等して歴

史・文化を感じ、温まる都市を創出したい。ま

た分散している人口を集め、人口減の中でイン

フラの維持が出来るよう設計したい。

D

D

地方都市が抱えている問題を見つめ、持続可

能な社会を作ることが出来るよう頑張ろう！

A 富山ストリート
ピアノプロジェクト

B 街中にみんなが自由に弾けるピアノ（ストリー
トピアノ）を設置し、地域の方、買い物に来
た方、旅行中の方、などが自由にピアノに触
れることにより、新しい街の賑わいを創出し
ようとする試みです。すでに行われている金
沢などの事例を調査しながら、我が街富山で
の実現を目指していきます。

平井  真琴
（栃木県出身）

大津賀  柚花
（富山県出身）

林　哲郎（東京都出身）

C 人と音楽の距離がとても近く、知らない人同士でも

楽しく音楽を奏で、聞き、それに合

わせて歌い踊り仲良くなれるような

にぎやかで笑顔あふれるまちを作り

たいです。

D 音楽と笑顔で満ちたまちをつく

るにはどうすればいいのか一緒

に楽しく考えましょう。

A

B 高岡市は、魅力ある施設・街並み・店舗・生業
が多様に存在します。しかし、各々が点在し、回
遊、観光という観点で、つながりや連動は希薄
に感じられます。本プロジェクトでは、地域の魅
力をつなぎ、回遊や連動性を高める仕組みや、
そのデザインを考えます。

C 僕の将来の夢は高岡駅前に活気を取り戻すこと

です。高岡開町400年の歴史が生んだ数多くの歴

史的建造物をキーとしてまちづくりをしていきたい

と考えています。

D 『受け継がれてきたもの』をどう生かすか。そんな

まちづくりを考えていきましょう！

▲まちなかライトアップ事業（昨年度の事例）

地域の魅力を
サインアートで
つなぐ

教  授
中川　大

専門分野／都市政策、交通政
策

助  教
竜田  尚希

専門分野／地盤工学、土質力
学、地盤補強材（ジオシンセ
ティックス）

准教授
髙栁  百合子

専門分野／都市・地域計画学、
歩行者中心の街路空間計画、
観光まちづくり

准教授
鈴木  康夫

専門分野／構造工学、鋼構造
井ノ口  宗成

専門分野／災害情報、生活再
建、サービス情報学

准教授
春木  孝之

専門分野／プラズマ物理学、
計算科学

准教授
河野  哲也

専門分野／地盤工学、コンク
リート工学、コンクリート材料

猪井  博登
専門分野／交通工学、都市計
画、社会福祉学、住民参加
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教  授
久保田  善明

専門分野／社会基盤設計論、
都市空間設計論

教  授
原　隆史

専門分野／地盤構造物の挙動
予測と設計法の開発、防災の
リスクマネジメント

教  授
金山  洋一

専門分野／上下分離等制度論、
鉄道工学、鉄道計画、交通政策、
建設事業管理

教  授
本田　豊

専門分野／建設行政学、交通
政策、道路工学

教  授

准教授

准教授

木村  一郎
専門分野／水辺環境、水災害

助  教
阿久井  康平

専門分野／景観論、都市空間
計画・デザイン、都市・地域計
画、景観まちづくり

コーディネーター
曽我  宣之

専門分野／施工管理、インフ
ラ維持管理

教  授
堀　祐治

専門分野／都市環境・設備、建
築環境・設備、生活環境、エネ
ルギー

教  授
矢口  忠憲

専門分野／工業デザイン
堀田  裕弘

専門分野／メディア情報通信、
高度交通システム、サービス
情報学
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教  授

様々な専門分野の“経験豊富な教授陣”が勢揃い！
　私たちの夢を実現するためにお手伝い（後押し）をしてくださる、とっても頼もしい大大先輩方です。

授業はもちろん、自主プロジェクトでも沢山のアドバイスをくださいます。

A 富山の水を生かした公園

“ちょっとだけ先輩”の
お兄さん・お姉さんからのメッセージ　!!

南　紘雅（京都府出身）

岩田  尚也（富山県出身）

自主プロジェクト
　今は、主に教養教育科目を中心に基礎作りに励んでいますが、早く専門的
なことを学びたくてウズウズしています。そんな思いから、自主的にプロジェク
トを立ち上げ活動を始めました。全ての学生がいずれかのPJに所属、中には
複数のPJを掛け持つ強者もい
ます。今回は、各PJリーダーに
話を聞きました。
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